「 岩 手 県 多 文化 共生 推進 プラ ン (2020 一 2024) 」 の 概要 
|1 策定 の 趣旨 等 pp = 開 較 4 目指 す 抽 来 像 (基本 目標 ) pupuwhbhbhbhbhbhmhmwWwWwthmumh ホ mb も も ⑱ よ ほ よ ほ よ ほ よ ほ よ ほ ⑱ よ | 







































































































































































(1) 多 文 化 共 生 の 考え 方 に つい て 広く 普及 を 図る と と も に 、 多 文化 共生 社会 の 実現 に 向け た 取組 を 進め よう と する も の 。 「 国 際 的 な 視野 を 持ち 、 世 界 と 岩手 を つなぐ 人 材 が 育ま れ 、 
※ 「 い わ て グロ ー バ ル 人 材 育成 ビジ ョ ン 」 (期間 : 平成 26 年 度 30 年 度 ) に 掲げ た 取組 の 領域 を 包含 する も の 。 国籍 や 言語 、 文 化 な どの 違い を 共に 認め 、 暮 ら す こと が で きる 岩手 」 
(2) 多 文 化 共 生 社 会 の 実現 に 向け 、「 い わ て 県 民 計 画 (2019 て 2028) 」 の 政策 項目 「 地 域 に 貢献 する 人 材 を 育て ます 」 る 視点 ① 世界 と 岩手 を つなぐ グロ ー バ ル 人 材 を 育成 する 
「 海 外 の 多様 な 文化 を 理解 し 、 共 に 生活 で きる 地域 づく り を 進め ます 」「 科 学 ・ 情 報 技術 を 活用 で きる 基盤 を 強化 し ② 外国 人 県 民 等 の 暮らし の 壁 を 解消 する 
ます 」 の 具体 的 展開 を 図り な が ら 、 総 合 的 な 目標 や 施策 の 方 向 を 定め る も の 。 ⑬ 日 本 人 県 民 と 外国 人 県 民 等 が 協 働 し て 継続 的 に 進め る 
※ 「 い わ て 国際 戦略 ビジ ョ ン 」 (期間 : 平成 29 年 度 一 令 和 3 年 度 ) に 掲げ た 取組 と も 整合 性 を 図る も の 。 ④ 県 全体 で 推し 進め る 




















































































































(3) 様々 な 活動 主体 (県 や 市 町 村 、 国 際 交 流 協会 、 国 際 交 流 団体 、 企 業 ・ 関 係 機関 団体 、 大 学 、 学 校 、 県 民 ・ 自 治 会 な 


ど ) が 多 文 化 共生 へ の 取組 を 実施 する 際 の 指針 と な る も の . 5 多 文化 共生 に 向け て の 主 な 施策 の 方 向 等 



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(④ 対象 期間 は 、 令 和 Z 年度 か ら 6 年 度 まで の 5 年 間 。 【 施 策 の 方 向 1 】 地域 に 貢献 する 人 材 の 育成 と 定着 【 県 民 計 画 政策 項目 ⑱「 地 域 に 貢献 する 人 材 を 育て ます 」 に 対応 】 
背景 と 意 多 文化 共生 の 推進 に 欠か せな い 、 地 域 や 産業 の 国際 化 に 貢献 する 人 材 等 の 育成 に 取り 組み ます 。 ま た 、 高 度 な 知識 を 
ーー 。 a 持つ 外国 人 留学 生 等 の 定着 支援 等 を 促進 し ます 。 
「 い わ て 県 民 計 画 (2019~2028) 」 の 理念 「 県 民 一 人 ひと り が お 互い に 支え 合い な が ら 、 幸 福 を 追求 し て いく こと が ア の 
で きる 地域 社会 」 は 「 持 続 可 能 な 開発 目標 (S DG s ) 」 や その 基本 方 針 「 誰 一 人 と し て 取り 残さ な い 」 に 相 通 じ る も (取組 内 容 の 例 ) 9 EAI 四 解 増進 、 語 学力 の 向上 、 中 高生 の 海外 派遣 等 の 実施 、「 い わ て グロ ー カ ル 人 材 育 
の で あり 、 実 現し て いく た め に は 、 多 文化 共生 社会 の 実現 が 必要 。 成 推進 協議 会 」 に よる 学生 の 海外 留学 支援 、「」I CA 海 外 協力 隊 」 に よる ボラ ンティア 活動 の 促進 な ど 
rp デビ イ の 国際 化 に 買 夫 す る 人 材 の 育成 活用 
3 本 県 に お ける 多 文 化 共 生 等 の 現状 と 課題 等 (取組 内 容 の 例 ) 賀 易 実務 や 浴 外 展開 の ノウ ハツ 等 に 関す る 研修 ・ 講 座 の 実施 、 商 談 会 や バイ ヤー 招 千 等 の 突 施 など 
(1) 本 県 に お ける 多 文化 共生 等 の 現状 ウ 外国 人 留学 生 等 の 定着 
〇 本 県 に お ける 平成 30 年 12 月 末 現 在 の 在留 外国 人 数 : 7,187 人 (平成 25 年 : 5. 505 人 ) (取組 内 容 の 例 ) 外国 人 留学 生 等 の 雇用 に 関す る セミ ナー の 開催 、 外 国人 留学 生 等 を 対象 と し た イン ター ンシップ や キャ リア フ 
【 国 籍 別 】 中 国 27.1%、 ベ トナ ム 22.39%、 フ ィ リ ピン 18.69%% 【 在 留 資格 別 】 技能 実習 41.7%、 永 住 者 26.0% ェ ア 等 の 実施 な ど 
〇 本 県 に お ける 平成 30 年 の 輸出 額 : 1,459 億 円 、 外 国人 旅行 客 入 込 数 : 344.140 人 回 (と も に 過去 最大 ) な ど エ 多 言語 に より 地域 で 外国 人 県 民 等 の 生活 を 支え る 人 材 の 育成 
(2) 前 プラ ン 人 策定 後に 生じ た 社会 情勢 の 変化 と 展望 (取組 内 容 の 例 ) 通訳 ボラ ンティア 等 の 育成 ・ 登 録 、 訓 練 ・ 研 修 等 に よる 資質 向上 な ど 
ア 震 災 復興 支援 を 契機 と し た 連携 の 促進 【 施 策 の 方 向 2 】 共に 生活 で きる 地域 づく り 【 県 民 計画 政策 項目 @⑧ 後 段 「 共 に 生活 で きる 地域 づく り を 進め ます 」 に 対応 】 
「 明 治 日 本 の 産業 革命 遺産 」 世界 遺産 巻 録 (平成 27 年 ) 、「 三 際 防 災 復 興 プ ロジ ェクト 2019」 及 び 「 ラ グ ビ ピー ワー ルド カッ プ 外国 人 労働 者 を は じ め と する 外国 人 県 民 等 が 安心 し て いき いき と 生活 で きる 地域 づく り に 取り 組み ます 。 
2019"」 和 釜石 開催 ( 令 和 元 年 ) 、 東 日 本 大 震 災 津波 伝承 館 開館 ( 令 和 元 年 ) 、「 東 京 2020 オ リン ピッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 大 ア 相談 ・ 情 報 提供 体制 の 充実 ・ 強 化 
会 」 開催 な ど HO 日 ドー ビ + に お 3 た と) リン ノー ーッ て 
ss (取組 内 容 の 例 ) 「 い わ て 外国 人 県 民 相 談 ・ 支 援 セ ンタ ー」 及 び 市 町 村 に お ける 外国 人 相談 の 周知 、SNS 等 に よる 行政 ・ 生 活 
イ 外国 人 の 愛 入 れ 機 守 の 増加 ee 情報 の 周知 ・ 活 用 、 通 選 ボ ラン ティ ア 等 の 派 遺 圭 に つい て の 周知 な ど 
月) 、「 昌 の 推 人 に 関す る 法人 旋 生 (多年 6 月 ) 、 本 県 を れ る 外国 人 枯 の 地 加 、T し で 科 現 に より 本 取組 内 容 の 例 ) 多 言語 サポ ー タ ー 等 を 活用 し た 多 言 語 に よる 情報 提供 等 支援 体制 の 充実 、 災害 発生 時 を 想定 し た 実践 的 な 対応 
住 が 想定 され る 外国 人 研究 者 ・ 家 族 の 受入 れ 等 の 検討 、 八 幡 平 市 へ の イン ター ナシ ョ ナル スク ー ル の 設置 予定 な ど 訓練 の 実施 医療 機関 等 に お ける 外国 人 受入 体制 の 整備 1 CT を 活 し た 受診 支 支援 な ど 
ウ グロ ー バ ル 人 材 の 活躍 機会 の 増加 。 日 本 語学 習 の 支援 18 
令 和 2 年 度 か ら の 小学 校 で の 英語 授業 等 の 導入 、「 い わ て グロ ー カ ル 人 材 育 成 推進 協議 会 」 に お ける 海外 留学 支援 、P P11 Ss 本 還 催 情報 の 提 a っ 年 人 普 、 日 本 語 サ ポー ター の 養成 ・ 活 
HEU 経 完了 定 な ど 大 内 横 定 の 発 幼 、「1CA 光 外 陣 力 隊 ] と し て の 旧 民 答 の 演 派遣 な ど MI 
NR は エ 外国 人 県 民 が 活躍 で きる 地域 で の 場 づ くり 
オ ES OM 取組 内 容 の 例 ) 国際 理解 や 多 文化 共生 の まち づく り に 関す る 研修 会 の 開催 、 外 国人 県 民 等 の 地域 活動 へ の 参加 の 促進 な ど 
7 交 況 
中 国 雲南 省 及 び 大 連 市 と の 交流 の 推進 「 ラ グ ビ ー ワ ー ル ドカ ッ プ 2019W」 の 公認 チー ムキ ャ ンプ 地 、「 東 京 2020 オ リン ピッ 【 施 策 の 方 向 3 】 多様 な 文化 の 理解 促進 【 県 民 計画 政策 項目 ⑳⑮ 前 段 「 海 外 の 多様 な 文化 を 理解 」 に 対応 】 
ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 」 の ホス ト タ ウ ン 、 復 興 あ り が と う ホ スト タウ ン な ど 互い の 文化 や 習慣 な どの 多様 性 を 尊重 し 、 同 じ 地 域 の 担い 手 と し て 共生 し て いく た め の 理 解 促進 に 取り 組み ます 。 
= = 還 ア 外国 人 県 民 等 で ある 児童 ・ 生 徒 へ の 対応 
の 2 a (取組 内 容 の 例 ) 受入 校 の 教員 向け 研修 会 の 実施 、 児 童 ・ 生 徒 及び 保護 者 に 対す る 日 本 の 教育 制度 の 周知 、 外 国人 県 民 等 で ある 
ア 施策 の 方 向 1 : 言葉 の 壁 の 解消 の の MI 
主 な 取組 成果 今後 の 主 な 課題 イ 多 文化 共生 に 関す る 刻 発 
ER RNS O 日 本 語 サ ポー ター 及び 多 言 語 サ ポー ター の 確保 (取組 内 容 の 例 ) 多 文 化 共 生 の 視点 を 取り 入れ た 国際 理解 セミ ナー の 開催 、 国 際 交 流 セ ンタ ー の 機能 の 充実 な ど 
(や ⑥ さ し い 日 本 語 や 多 言 語 に よる 行政 ・ 生 活 情報 の 提供 本 月 池島 を 市 雪 ナク 條 国人 応 民 等 で の 宜 ウ 交流 機会 . つ な が り づ くり 
〇 多 言 語 サ ポー ター を 活用 し た 外国 人 県 民 等 の 生活 サポ ー ト | つ 日本 話 教室 等 の 運営 文 援 な ど (取組 内 容 の 例 ) 外国 人 県 民 等 へ の 自治 会 等 の 情報 提供 、 日 本 人 県 民 及び 外国 人 県 民 等 へ の 交流 イベ ント 等 の 参加 和 勧奨 な ど 
イ 施策 の 方 向 2 : 安心 し た 暮らし の 構築 【 施 策 の 方 向 4】1LC プ ロジ ェクト へ の 対応 【 県 民 計画 政策 項目 ⑮「 国 際 研 究 拠点 の 形成 と 関連 イン フラ の 整備 」 に 対応 】 


主 な 取組 成果 今後 の 主 な 課題 I LC で の 研究 開発 を 担う 人 材 の 育成 や 外国 人 研究 者 と 地域 住民 が 共生 する 多 文化 コミ ュ ニ ティ の 形成 支援 に 取り 組 


(外国 人 県 民 等 に と っ て 特に 必要 な 情報 等 の 提供 ) こ S み ま す 。 
上 a \ 到 人 県 民 等 や 雇用 事業 所 、 市 町 村 な どか ら の 相 
人 則 等 で ある 上 生生 へ の 半 ) NCP MM 4 2 の に 育 プ ログ ラム 」 の 策定 ・ 実 施 な ど 
〇 児童 ・ 生 徒 受入 校 の 教員 向け 研修 全 の 実施 な ど 療 楓 eR (取組 内 容 の 例 ) 「I LC 推進 モ デル 校 」 の 指定 、 OR RS 」 の 策定 ・ 実 施 な ど 
( 卓 本 社会 の ルー ル 等 に 関す る 秘 発 ) ーー 災害 発生 時 に お ける 支援 体制 の 強化 イ 周 院 仁 還 か で 但 利 な 基 ら じ や ずい コミ ュ ニ ティ の 表記 
〇 外国 人 の た め の い わ て 生活 情報 ハン ドブ ッ ク 等 の 作成 成 の 受入 体制 の 構築 な ど (取組 内 容 の 例 ) 「 い わ て 外国 人 県 民 相談 ・ 支 援 シ ンタ ー」 に お ける 外国 人 相談 支援 体制 の 充実 、 研究 者 ・ 家 族 の 生活 支援 サー 
= ビス を 行う 国際 支援 オフ ィ ス の 設置 ・ 検 討 な ど 


ウ 施策 の 方 向 3 : 多 文化 共生 の 地域 づく り 

i Ll 6 各 主体 の 役割 (県 民 が 一 体 と な っ た 多 文 化 共 生 社会 の 実現 ) 

0 AME 多 文化 共生 社会 の 実現 に 向け 、 県 と 市 町 村 と の 連携 を 図る と と も に 、 県 及び 関係 主体 (市 町 村 、 国 際 交 流 協 会 、 国 際 
前 交流 関係 団体 、 企 業 、 大 学 、 学 校 、 県 民 ・ 自 治 会 等 ) が 協力 し 合い 、 そ れ ぞ れ の 役割 を 果たし て 取り 組む も の 。 










































































































































































































































































































































































































































































(交流 機会 ・ つ な が り づ くり ) 工 如 手 を つなぐ で ぐ グロー バル 人 材 と の ネッ トワ 




















〇 国際 交流 イベ ント の 開催 支援 な ど 
(グロ ー バ ル 人 材 の 育成 ・ 活 用 ) 国人 留学 生 等 の 県 内 就職 の 支援 
〇 _ 青 少年 を 対象 と し た 海外 派遣 研修 の 実施 な ど 業 の 海外 展開 を 担う 人 材 の 育成 ・ 活 用 な ど 









































































































































